
ユリウス暦 和暦 ●多禰國年表(702-824)　　　　　　　 飛鳥(592-710(118) 奈良(710-794(84) 平安(794-1185(391) 出典（典籍・史料）
0824/10/26 天長元年１０月１日 ●冬十月一日、多褹島司を停止して、大隅国に併せた＜多褹島(国)を大隈国に付属し、多褹島の国分寺を廃止する(702.08.28-824.10.26(122)＜第52代・淳和天皇 「日本後記」巻第三十二　▼
0809/00/00 大同４年□月□日 ●奈良の興福寺を勧請して、種子島に慈遠寺（じおんじ）を創建する　＜710.//.//参照＜第52代・嵯峨天皇(24(786-842(57) ＜大同4年4月1日即位 ▲「本朝文粋」巻第四

0807/11/26 大同２年１０月２３日
●大同二年十月丙子、大宰府言く、壱岐・多褹両島の隠田一百四十町歩を校出したり。すべからく諸国の例に准じて島司公廨の田、ならびに郡司の識田に賜るべ
し。以外は悉く百姓の区分に班田せむ云々と。これを許す　＜第51代・平城天皇(33(774.09.25-824.08.05(50)

「日本後記」巻第十六

0794/11/18 延暦１３年１０月２２日 ○長岡京から平安京に遷都する　＜平安時代(794-1185(391)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜第50代・桓武天皇(57(737-806.04.09(70) 「日本後記」巻第三

0785/10/05 延暦４年８月２８日 ○中納言の従三位・大伴家持が薨じる　＜大伴家持(718-785.10.05(68)父は大伴旅人･祖父は安麻呂 ＜第50代・桓武天皇(48(737-806.04.09(70) 「続日本紀」巻第三十八

0779/02/28 宝亀１０年２月８日 ●淡海三船（おうみのみふね）が『唐大和上東征傳』を撰する　＜鑑眞傳＜淡海三船＜思詫（したく）　＜光仁天皇70（709.11.18-782.01.11(73) 『唐大和上東征傳』淡海三船 779

0772/01/31 宝亀２年１２月２２日 ●大宰府が日向国・大隅国・薩摩国および壱岐嶋・多褹嶋などの博士や医師の赴任を、朝廷と同じ８年交替にするよう言上し、太政官はこれを許可する 「続日本紀」巻第三十一

0770/09/14 宝亀元年８月２１日 ●太宰府の神主･習宜阿曾麻呂（すげのあそまろ）を多褹嶋守に任じた　＜宇佐八幡の神託事件首謀者として左遷する＜光仁天皇(61（709.11.18-782.01.11(73) 「続日本紀」巻第三十一
0766/09/05 天平神護２年７月２７日 ●多褹嶋（種子島）に飢饉があったので物を与えて救済する　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　＜第48代・称徳天皇(50(718-770.8.28(53)女帝 「続日本紀」巻第二十七

0765/02/27 天平神護元年２月４日 ●壱岐・多褹（種子島）などの国に飢饉があったので、物を恵み与える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜第48代・称徳天皇(48(718-770.8.28(53)女帝 「続日本紀」巻第二十六

0764/09/16 天平宝字８年８月１６日 ●多褹嶋（種子島）に飢饉があり、物を恵み与える（賑給（しごう）を賜う）  ＜第47代・淳仁天皇(31(733-765.11.10(33) 「続日本紀」巻第二十五

0763/06/21 天平宝字７年５月６日 ●鑑真和上が唐招提寺で薨じる ＜鑑真和上(687-763.6.21(77)　　　＜第47代・淳仁天皇(30(733-765.11.10(33)＜廃帝(明治３年に淳仁の諡号が贈られ復位) 「続日本紀」巻第二十四

0760/09/20 天平宝字４年８月７日
●８月７日、淳仁天皇は次のように勅した。大隅・薩摩・壱岐・対馬・多褹（種子島）などの役人は、その身は辺境の要地にあって、飢えや寒さに苦しんでいる。（中略）
少しでも故郷を離れた他郷にいるものの心を慰めてやりたい　＜第47代・淳仁天皇(27(733-765.11.10(33)

「続日本紀」巻第二十三

0759/00/00 天平宝字３年□月□日 ○唐招提寺を創建する　＜鑑真和上(73(687-763.06.19(77)　＜第47代・淳仁天皇(26(733-765.11.10(33) 「続日本紀」巻第二十二

0759/00/00 天平宝字３年□月□日 ○『万葉集』が成る＜大伴家持(41)718-785.10.05(67)730帰京(12)/764薩摩守(46)/767大宰小弐(49)/785死去(67)/806復位＜第47代・淳仁天皇(26(733-765.11.10(33)「続日本紀」巻第二十二

0757/06/11 天平宝字元年５月２０日 ○『養老律令』を施行する　＜718.//.//参照 ＜第47代・淳仁天皇(24(733-765.11.10(33))舎人親王の七男＜廃帝(明治３年に淳仁の諡号が贈られた) 「続日本紀」巻第二十

0756/07/22 天平勝宝８歳６月２１日 ●光明皇后が聖武天皇（七々忌に）の遺品六百数十点を東大寺大仏に献納する ＞正倉院（北倉）保管宮内庁＜光明皇后(55（701-760.07.23(59) 宮内庁（№25国家珍宝帳)

0756/06/04 天平勝宝８歳５月２日 ●聖武天皇が崩御する  ＜第45代・聖武天皇(701-756.6.4(56)　　＜第46代・孝謙天皇(38(718-770.8.28(53)女帝 「続日本紀」巻第十九

0754/03/18 天平勝宝６年２月２０日 ●南嶋（南西諸島）の島ごとに漂着船対策の幣帛(立て札)を立てる　＜735.//.//参照　＜第46代・孝謙天皇(36(718-770.8.28(53)女帝 「続日本紀」巻第十九

0754/01/09 天平勝宝５年１２月１２日 ●鑑真を乗せ多禰嶋(国)に向かった遣唐使の第二船が益救嶋(屋久島)に到着する＜鑑真来日＞　沖縄12/6>12/12屋久島12/18>20秋目>26大宰府>2/4帰朝 『唐大和上東征傳』淡海三船 779

0752/05/26 天平勝宝４年４月９日 ○東大寺の盧舎那大仏の像が完成して開眼供養をする　　＜大仏開眼供養 ＜第46代・孝謙天皇(34(718-770.8.28(53)女帝 「続日本紀」巻第十九
0751/12/00 天平勝宝3年11月□日 ●淡海三船（おうみのみふね）が『懐風藻』を撰する　 ＜淡海三船(眞人元開)(29(722-785(63) 『懐風藻』淡海三船 751

0745/00/00 天平１７年□月□日 ○東大寺を起工する　　＜第45代・聖武天皇(45(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十八

0742/09/28 天平１４年８月２５日 ●大隈･薩摩･壱岐･対馬･多褹などの国の官人の録は、筑前国の国司が命じることに(太宰府廃止措置) ＜第45代・聖武天皇(42(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十四

0742/09/28 天平１４年８月２５日 ●壱岐･対馬･多褹の三嶋の郡司候補や、叙位条件を満たしたものは島に身柄を留める(太宰府廃止措置） 「続日本紀」巻第十四

0742/02/14 天平１４年１月５日 ●太宰府を廃止する　＜745/07/08復活＜第45代・聖武天皇(42(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十四

0741/03/05 天平１３年２月１４日 ●諸国に国分寺、国分尼寺の建立の詔を出す　＜第45代・聖武天皇(41(701-756.6.4(56)  ＞壱岐国は嶋分寺 「続日本紀」巻第十四
0738/10/13 天平１０年８月２６日 ●諸国に国郡の地図を作り、進上することをことを命じる  ＜第45代・聖武天皇(37(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十三

0738/00/00 天平１０年□月□日 ●官の馬牛の皮をもって入府（大宰府）した多褹嶋人２８人が嶋に帰還した。嶋出身の僧２人も得度して帰った。それぞれに２５日分の食料を支給した 「筑後国正税帳」正倉院文書

0737/07/13 天平９年６月１１日 ○太宰府大弐の従四位下･小野朝臣老(おののあそんおゆ)が卒じる＜青丹(あおに)よし 寧楽(なら)の京師(みやこ)は 咲く花の 匂ふがごとく 今さかりなり(万328) 「続日本紀」巻第十二

0735/00/00 天平７年□月□日 ●太宰府大弐の従四位下･小野朝臣老（おののあそんおゆ）が高橋牛養（うしかい）を南嶋（南西諸島）に遣わし、島ごとに立札を建てる　＜小野朝臣老123-737.07.13 「続日本紀」巻第十二

0734/12/19 天平６年１１月２０日 ●遣唐大使の多治比真人広成らが多褹嶋（たねのしま）に帰り着いた　＜多治比広成／吉備真備／玄昉/羽栗親子＜第45代・聖武天皇(33(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十一

0734/08/10 天平６年７月７日 ○聖武天皇が七夕の詩を作らせる ＜第45代・聖武天皇(28(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十一
0734/02/16 天平６年１月９日 ○光明皇后が母・橘三千代の一周忌法要の為、興福寺西金堂を建立して阿修羅など天龍八部衆をおさめた　＜光明皇后(33（701-760.07.23(59) 正倉院文書「造仏所作物帳」

0733/07/17 天平５年６月２日
●多褹嶋（種子島）熊毛郡の大領で、外従七位下の安志託（あした）ら１１人に、多褹後国造（たねのしりのくにのみやつこ）の氏姓を賜った。 　益救郡の大領で、外
従六位下の加理伽（かりが）たち１３６人には多褹直（たねのあたい）を、能満郡の少領で、外従八位上の粟麻呂（あわまろ）ら９６９人には、居所によって直の姓（あたい
のかばね）を賜った　＜計1116名、幣帛や烽火を担う　＜第45代・聖武天皇(32(701-756.6.4(56)

「続日本紀」巻第十一

0733/05/20 天平５年４月３日 ●遣唐使の四船590名が難波の津より出航する　＞8月蘇州着＞□月長安で献貢＞734年10月蘇州発＞734/12/19参照 「続日本紀」巻第十一

0733/04/15 天平５年３月２６日 ●遣唐大使の多治比真人広成が天皇に別れの拝謁をし、聖武天皇は節刀を授けた　　＜第45代・聖武天皇(33(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十一

0733/03/21 天平５年３月１日 ●遣唐大使の多治比真人広成が山上憶良宅を訪ねる。２日後(３月３日)、山上憶良は「好去好来歌（こうきょこうらいか）」を大使に献ずる＜山上憶良660-733.6.3?(74) 「万葉集」巻第五(八九四)

0733/03/19 天平５年２月２９日 ○『出雲風土記』が完成する　＜713/05/02参照＜第45代・聖武天皇(33(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十一

0731/08/31 天平３年７月２５日 ○大納言・従二位の大伴旅人が薨じる    ＜665-731.08.31(66)酒の歌人 「続日本紀」巻第十一
0730/02/04 天平２年１月１３日 ○遠の朝廷（とおのみかど）と称された太宰府で太宰帥・大伴旅人が、新年の「梅花の宴」を開催する　＜和歌の誕生日 「続日本紀」巻第十

0729/03/16 神亀６年２月１２日 ○長屋親王が藤原氏の陰謀(誣告）により自害する(長屋王の変)　＜長屋親王684-729.03.16(45) ＜第45代・聖武天皇(28(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十

0727/12/24 神亀４年１１月８日 ●南嶋（種子島・屋久島・奄美大島）の人１３２人が来朝し、身分に応じて位階を授けた    ＜第45代・聖武天皇(27(701-756.6.4(56) 「続日本紀」巻第十

0724/07/31 神亀元年７月７日 ○山上憶良が長屋親王宅で七夕の歌を詠む ＜久方（ひさかた）の天の川瀬に舟浮けて今夜（こよひ）か君が我がり来まさむ ＜山上憶良660-733.6.3(74)? 「万葉集」巻第八(一五一九)

0722/05/05 養老６年４月１６日 ●太宰府管轄の大隈･薩摩･多褹･壱岐･対馬の国司と郡司の欠員は、太宰府の官人から任じる　　＜第44代・元正天皇(43(680-748.05.22(69)女帝 「続日本紀」巻第九

0721/12/29 養老５年１２月７日 ○元明天皇が崩御する ＜第43代・元明天皇(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第八
0720/12/11 養老４年１１月８日 ●南嶋（南西諸島）の人２３２人に、それぞれ身分に応じて位階を与えた　　　＜第44代・元正天皇(41(680-748.05.22(69)女帝 「続日本紀」巻第八

0720/09/09 養老４年８月３日 ○右大臣正二位・藤原不比等（ふじわらの･ふひと）が薨じる (659-720.9.9(62)　＜律令国家成立期の政治家で、右大臣、太政大臣をつとめた 「続日本紀」巻第八

0720/07/01 養老４年５月２１日 ●一品･舎人親王が『日本書紀』編纂を完成して奏上する　＜舎人親王(45)676-735(60)   ＜第44代・元正天皇(41(680-748.05.22(69)女帝 「続日本紀」巻第八

0720/04/15 養老４年３月４日 ○隼人を倒つために、大伴旅人（おおともの・たびと）を征隼人特節大将軍に任ずる 「続日本紀」巻第八

0719/08/03 養老３年７月１３日 ●国司等の行政状態を中央に報告する役目の按察使（あぜち）を設置する 「続日本紀」巻第八
0718/00/00 養老２年□月□日 ○『養老律令』が成る　＜757/05/20参照＜藤原不比等(60(659-720.8.3(62) 　　　　　　　　＜第44代・元正天皇(39(680-748.05.22(69)女帝 「続日本紀」巻第八

0715/02/23 和銅８年1月15日 ●蝦夷と南嶋の人々７７人に、地位に応じてそれぞれ位階を授けた　　＜第43代・元明天皇(55(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第六

0715/02/09 和銅８年１月１日 ○南嶋の奄美･夜久(屋久島)･度感(徳之島)･信覚(石垣)･球美(久米島)の島民が来朝し、土地の産物を貢上した＜第43代・元明天皇(55(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第六

0715/01/14 和銅７年１２月５日 ○小初位下の太朝臣遠建治らが、南嶋の奄美・信覚(石垣)・球美(久米島)などの島民５２名を率いて帰朝した＜第43代・元明天皇(54(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第六

0714/06/11 和銅７年４月２５日 ●多褹嶋（多禰）に島の公印一箇を与えた＜国司（島司）の印＜第43代・元明天皇(54(661-721.12.29(61)女帝＜多褹國＝多禰國(たねのくに)と呼称 「続日本紀」巻第六

0713/05/30 和銅６年５月２日 ○元明天皇が大宝律令の支配を確認するために『風土記』の編纂を命じる     　＜解文・報告書・風土記　　＜第43代・元明天皇(53(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第六

0713/05/01 和銅６年４月３日 ○日向国から肝坏･贈於・大隈･姶□(肝属･曽根･大隈･姶良)の四郡を割いて、初めて大隈国を設ける　　＜第43代・元明天皇(53(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第六

0712/03/09 和銅５年１月２８日 ●太安萬侶(おおのやすまろ)が『古事記』全３巻を完成させ、元明天皇に献上する　　　＜第43代・元明天皇(52(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第五「古事記」上巻

0711/11/03 和銅４年９月１８日 ●元明天皇が『古事記』の撰録を太安萬侶（太朝臣安萬侶）に命じる＜天武天皇が稗田阿礼に誦習させた帝紀・旧辞を撰録する＜第43代・元明天皇 「古事記」上奏文
0710/04/13 和銅３年３月１０日 ○元明天皇が、藤原京を平城京(奈良)に遷都する　　＜第43代・元明天皇(50(661-721.12.29(61)女帝  ＜奈良時代(710-794(84) 「続日本紀」巻第五

0709/08/08 和銅２年６月２８日 ●太宰府の帥(そち)以下の官職人数を半減、ただし薩摩と多褹嶋の国司と国師(国分寺僧侶)は据え置く　＜第43代・元明天皇(49(661-721.12.29(61)女帝 「続日本紀」巻第四

0707/08/07 慶雲４年７月６日 ●太宰府に使いを遣わし、南嶋（南西諸島）の人に位を授け、地位に応じて禄を賜う  ＜遣唐使の幇助の功労による＜第42代・文武天皇(25(683-707.7.18(25) 「続日本紀」巻第四

0706/09/09 慶雲３年７月２８日 ●三嶋（壱岐・対馬・種子島）の大風と日照りによる被害を太宰府が奏言し、被災者の調･庸を免除する　　＜第42代・文武天皇(24(683-707.7.18(25) 「続日本紀」巻第三

0704/05/17 大宝４年４月９日 ●鍛冶司に諸国印を鋳造させる   ＜第42代・文武天皇(22(683-707.7.18(25) 「続日本紀」巻第三

0703/01/13 大宝２年１２月２２日 ○持統天皇（太上天皇）が崩御する＜天皇の火葬の初め＜第41代・持統天皇(645-703.01.13(58)女帝　＜第42代・文武天皇(21(683-707.7.18(25) 「続日本紀」巻第二
0702/11/08 大宝２年１０月１４日 ●「大宝律令」をすべての国に頒布する   ＜第42代・文武天皇(20(683-707.7.18(25) ＜藤原不比等(43(659-720.09.09(61) 「続日本紀」巻第二

0702/08/28 大宝２年８月１日
●大和朝廷は一国に準ずる多褹嶋(国)を置く＜国府(702.08.28-824.10.26(122)　●薩摩と多褹（種子島）は王化に服さず、政令に逆らっていたので、兵を遣わして征
討し、戸口を調査して常駐の官人を置いた。出雲狛（いずものこま）に従五位下を授ける　　＜第42代・文武天皇(20(683-707.6.15(25)

「続日本紀」巻第二

0702/07/28 大宝２年６月２９日 ●遣唐使船がようやく渡航した（前年筑紫から出港したが風雨が激しくて渡航中止、大使・粟田朝臣真人、小録・山上憶良）＜慶雲元年７月１日に帰国 「続日本紀」巻第二

0702/03/03 大宝２年２月１日 ●大宝律令を諸国に頒布する　　 ＜第42代・文武天皇(20(683-707.6.15(25)　 ＜藤原不比等(43(659-720.09.09(61) 「続日本紀」巻第二
0701/09/09 大宝元年８月３日 ●大宝律令の選定が正三位･藤原不比等らによって完成する＜国号「日本」を定めて翌年施行、国司の派遣　＜第42代・文武天皇(19(683-707.6.15(25) 「続日本紀」巻第二

0699/08/19 文武３年７月１９日
●多褹・掖玖・菴美・度感（種子島・屋久島・奄美・徳之島）などの島民が来朝する　　●秋七月十九日、多褹（種子島）・夜久（屋久島）・菴美（奄美大島）・度感
（徳之島）などの人々が、朝廷から遣わされた官人に従ってやってきて、土地の産物を献上した。身分に応じて位を授け、物を賜った

「続日本紀」巻第一

0698/05/27 文武２年４月１３日 ●務
む

広
こうに

弐（正七位）の文
ふみのいみきはかせ

忌寸博士ら８人に、兵器を支給し、国を探すため南嶋（南西諸島）に派遣する　　 ＜第42代・文武天皇(15(683-707.6.15(25) 「続日本紀」巻第一

0695/07/07 持統９年５月２１日 ○隼人の相撲を、飛鳥寺の西の槻の木の下で行われ、皆が見物した　　＜第41代・持統天皇(51(645-703.01.13(58)女帝 「日本書紀」巻第三十

0695/05/11 持統９年３月２３日 ➐二十三日、務広貮
むこうに

･文忌寸博勢
ふみのいみきはかせ

と進広参
しんこうさん

･下訳語諸田
　しものおさのもろた

らを多禰（種子島）に遣わして、蛮
ひな

の居所を探させた＜第41代・持統天皇(50(645-703.01.13(58)女帝 「日本書紀」巻第三十

0690/02/14 持統４年正月１日 ●持統天皇が即位する　＜第４１代・持統天皇(45(645-703.01.13(58)女帝　　　　　●この年に伊勢神宮(内宮)の遷宮を行う 「日本書紀」巻第三十

0686/10/01 朱鳥元年９月９日 ●天武天皇が崩御する   ＜第40代・天武天皇(631-686.10.01(56)　＜皇后は即位せずに政務を執る（３年過ぎて即位） 「日本書紀」巻第二十九

0684/04/24 天武１３年４月５日 ●政治の要は軍事である　 ＜第40代・天武天皇(54(631-686.10.01(56)　政(まつりごと)の要(かなめ)は軍事なり 「日本書紀」巻第二十九
0684/03/15 天武１３年２月２４日 ●三野王らを信濃に派遣して地形を調査させた、4月1１日信濃国の図(かた・地図)をたてまつる　＜第40代・天武天皇(54(631-686.10.01(56) （三野王＝美濃王） 「日本書紀」巻第二十九

0683/04/20 天武１２年３月１９日 ➏十九日、多禰嶋(種子島）に遣わされていた使者が帰朝した　　＜第40代・天武天皇(53(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0682/09/02 天武１1年７月２５日 ➎多禰･掖玖(屋久島)･阿麻彌(奄美)の人々にそれぞれ禄を賜う　　＜第40代・天武天皇(52(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0681/10/31 天武10年９月１４日 ➍十四日、多禰嶋（種子島）の人たちを、飛鳥寺の西の川の辺で饗応し、さまざまな舞楽を奏じた　＜服属へ＜第40代・天武天皇(50(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0681/10/07 天武１０年８月２０日
➌二十日、多禰嶋（種子島）に派遣した使節が、多禰國の地図を奏上した。その国は京を去ること五千余里、筑紫(九州)の南の海中にある。住民は髪を短く切って草
の裳をつけている。稲は常に豊かに実り、年に一度植えれば二度収穫できる。土地の産物は支子（梔子）・莞子（蒲）および種々の海産物が多い。

「日本書紀」巻第二十九

0681/08/16 天武１０年７月２７日 ○隼人らに明日香寺（飛鳥寺）の西で饗応し、様々な舞楽を奏じて、それぞれ禄を賜う　＜596.11.//参照 ＜第40代・天武天皇(51(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0681/07/23 天武１０年７月３日 ○隼人が多数で来朝して国の産物を朝貢し、大隈隼人と阿多隼人が相撲をとって大隈隼人が勝つ        ＜第40代・天武天皇(51(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0681/04/10 天武１０年３月１７日 ●天武天皇が親王・諸王・緒臣に詔して(中略）帝記や上古の緒事を記し校定する ＞712年『古事記』 720年『日本書紀』編纂成る 「日本書紀」巻第二十九

0679/12/30 天武８年１１月２３日 ➋大乙下・倭馬飼部造連を大使、小乙下・上寸主光父を小使として多禰嶋に派遣し、爵位一級を賜う  ＜第40代・天武天皇(49(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0677/03/00 天武６年２月□日 ➊この月、多禰嶋（種子島）の人らに、飛鳥寺の西の槻（つき）の木の下で饗応（きょうおう）する  ＜第40代・天武天皇(46(631-686.10.01(56) 「日本書紀」巻第二十九

0672/07/27 天武元年年６月２４日 ●壬申の乱が起こる　（～７月２３日迄(672/07/27-08/24迄) 「日本書紀」巻第二十八

0663/10/04 天智２年８月２７日 ●百済と日本水軍の連合軍(倭軍)が、唐・新羅の連合軍に白村江（白村江の戦い）で大敗する  ＜百済の滅亡 ＜第37代・斉明天皇 「日本書紀」巻第二十七

0646/01/22 大化２年１日１日 ●二年春一月一日、孝徳天皇は賀正の礼が終わって、改新の詔（大化の改新）を発する＜645乙巳の変(いっしのへん) ＜第36代・孝徳天皇(49(596-654.11.24(59) 「日本書紀」巻第二十五
0631/03/18 舒明３年２月１０日 ●掖玖(屋久島)の人が帰化する ＜第34代・舒明天皇(39)593-641.11.17(49) 「日本書紀」巻第二十三

0630/10/00 舒明２年９月□日 ●九月、田辺連が掖玖より帰朝する　＜629/04/28参照＜第34代・舒明天皇(38)593-641.11.17(49) 「日本書紀」巻第二十三

0630/09/16 舒明２年８月５日 ●秋８月５日、大仁犬上君三田耜・大仁薬師恵日を大唐(もろこし)に遣わした　＜第１次遣唐使-838/874/x894) ＜第34代・舒明天皇(38)593-641.11.17(49) 「日本書紀」巻第二十三

0629/04/28 舒明元年４月１日 ●夏四月、田辺連を掖玖（屋久島）に派遣する　             ＜第34代・舒明天皇(37)593-641.11.17(49) 「日本書紀」巻第二十三

0628/04/15 推古３６年３月７日 ●推古天皇が崩御(ほうぎょ)する　＜第33代・推古天皇(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十三

0621/02/18 推古２９年１月２２日 ●聖徳太子が斑鳩宮で薨去(こうきょ)する (574-621.2.18(48)   ＜第33代・推古天皇(68(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二
0621/01/00 推古２８年１２月□日 ●聖徳太子と蘇我馬子が協議して、帝記(天皇記)および国記、臣･連･伴造･国造などの元の記を記録する 「日本書紀」巻第二十二

0620/09/00 推古２８年８月□日 ●掖久の人２名が、伊豆の島に漂着する 　＜第33代・推古天皇(68(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二

0618/00/00 推古２６年□月□日 ○隋が滅び唐となる　　　＜煬帝が部下に殺され 随滅ぶ、唐が建国し李淵が皇帝となる　＜唐(618-907)

0616/08/00 推古２４年７月□日 ●掖久の人20名が来朝、全30名員を朴井(えのい)(岸和田市)に住まわせたが、帰郷を待たず皆死亡する 「日本書紀」巻第二十二

0616/05/00 推古２４年５月□日 ●掖久の人７名が帰化する                                                                           　　    　　 ＜第33代・推古天皇(63(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二

0616/03/00 推古２４年３月□日 ●掖久(やく)の人３名が帰化してくる　＜屋久島島民とは限らず、掖久と掖玖は屋久島の古称　 ＜第33代・推古天皇(63(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二
0609/00/00 推古１７年□月□日 ●日本最初の仏教寺院「飛鳥寺」が完成する　　　　　　                                    ＜第33代・推古天皇(56(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二

0608/10/25 推古１６年９月１１日 ●大使・小野妹子を隋に派遣する　＜吉士雄成を小使、鞍作福利を通訳、天皇は「東の天皇が、謹んで西の皇帝に申し上げます。・・・」 「日本書紀」巻第二十二
0608/05/00 推古１６年４月□日 ●小野妹子（おのの・いもこ）が隋から帰朝する　＜小野妹子＝蘇因高（隋での呼称)＜第33代・推古天皇(55(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二
0604/05/06 推古１２年４月３日 ●聖徳太子が憲法１７条を発布する　　＜聖徳太子(31（574-621.2.18(48)＜第33代・推古天皇(51(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二

0593/01/15 崇峻５年１２月８日 ●冬十二月八日、皇后(推古天皇)が豊浦宮で即位する（日本初の女帝、敏達天皇の皇后で蘇我馬子の姪）＜第33代・推古天皇(37(554-628.4.15(75)女帝 「日本書紀」巻第二十二
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